
日本酒原料米の安定取引に向けた情報交換会の概要 

開催日：令和３年９月２８日(火） 

 

 日本酒の販売状況  

◯ コロナ禍の影響等により日本酒の国内出荷量が全国平均では対前年比▲10％となって

いるが、飲食店を中心に特定名称酒の出荷比率が高い地方酒蔵の減少幅はもっと大きい。 

◯ 日本酒の需要が落ちている中、日本酒の原料米の需要量がよくこの程度で収まってい

ると思う。主に加工用米等を使用しているパック酒（一般酒）は減っているが特定名称

酒に比べればある程度堅調に売れており、今般の需要量調査結果は、このようなパック

酒を製造する大手酒造メーカーと特定名称酒の製造が中心の地方の酒蔵の状況が混在し

た結果ではないか。 

○ また、コロナ禍による販売不振のなかでも、日本酒の長期貯蔵による貯蔵劣化を防ぐ

ため精白歩合を高め、原料米を多く消費した酒蔵もあったことが、酒の販売量に比べて

米の需要量がそれほど落ち込まなかった要因の一つではないかと考えられる。 

 

 令和２・３年産日本酒原料米の状況  

◯ 令和２年産の酒造好適米の生産では、多くの産地で種子調達や田植えが進んでいたこ

とから、需要を上回る作付分の一部については、米粉用や加工用米等への転換を行った

ほか、新市場開拓米（輸出される日本酒原料となる酒造好適米）に取り組んだものの、

結果として作付規模が需要量を上回る状況となった。 

◯ 令和３年産については、各産地で需要動向を踏まえ生産抑制を図ったことや一部作柄

が悪かった産地もあることから、最終的には需要量とほぼ同程度の生産量となることが

見込まれる。 

○ 他方、翌年産以降の継続的な生産に影響を及ぼさない範囲で生産抑制を図った産地も

あることから、ランニングストック以上の過剰在庫が解消されていない産地においては、

４年産の作付けに向けて、在庫や需要動向等を踏まえ検討を行う必要。 

 

 令和４年産酒造好適米の生産に向けた取組  

○ 日本酒原料米の需要の動向は地域よって異なることから、今後もさらに生産者と実需

者との相互協力、連携が重要であると考える。 

○ また、今般の需要量調査で需要減少が見込まれる産地銘柄がある一方、需要増加が見

込まれる産地銘柄もあることから、これを参考に取り組みたい。 



◯ 急激に生産を減らしてしまうと簡単には元に戻せない。現場では高齢化が進み酒米生

産者も減少傾向にあり、担い手への集約など限界感がある。後継者対策も含め、輸出の

増加等により生産拡大ができるように生産体制を維持していく対応の検討が必要。 

 

 その他  

◯ 日本酒の輸出は回復基調にあり、輸出先国では中国がアメリカを上回った。中国への

輸出はまだ伸び代があると考えているが、2011 年の東日本大震災以来、１都９県の日本

酒（製品）は規制があり輸出できていないので、日本政府として規制の解除に向け、引

き続き努力いただきたい。 

○ 輸出については、フレートの高騰やコンテナ不足により手配できないなどの問題も生

じており、解決しなければならない課題は多い。 

◯ 輸出される日本酒原料となる酒造好適米が新市場開拓用米の対象となっているが、輸

出向け日本酒には加工用米も使用していることから、これらの加工用米に対する助成額

の引き上げや日本酒輸出の品質向上（保持）のためのハード面における支援をお願いし

たい。 

◯ 日本酒等の販売拡大のための取組への支援を活用した販売促進のイベントやキャンペ

ーンの開催の中止を余儀なくされており厳しい状況であった。緊急事態宣言が解除され

飲食がスタートするため、酒・酒米の需要が回復するよう、関係者が一丸となって取り

組んでいく必要があり、政府においても需要が回復するよう力を貸してほしい。 

 

（以上） 


